
第 13 回市民公開講座 開催報告 
 

山口大学医学部附属病院 

腫瘍センター事務局 

 

令和 7 年 3 月 30 日（日）に、山口大学医学部附属病院腫瘍センター主催で、第 13

回市民公開講座『高齢者でも可能になったがん治療』が、山口市の KDDI 維新ホールメ

インホールで開催され、一般市民 144 名の参加がありました。 

本院腫瘍センターの井岡准教授と FM きららの岡﨑さんの総合司会のもと、本院腫瘍

センターの永野教授の開会挨拶後、医師・看護師・管理栄養士のそれぞれの立場から、

高齢者でも可能になったがん治療について 5 つの講演が行われました。 

プログラム 

1.『高齢食道がん患者に対する集学的治療』        渡邊 裕策先生 

2.『高齢胃がん患者に対する集学的治療』          飯田 通久先生 

3.『高齢がん患者の食事療法』               藤井 愛子先生 

4.『高齢膵がん患者に対する集学的治療』          髙橋 秀典先生 

5.『高齢がん患者の入院生活支援 

～入院から退院までの病棟看護師の関わり～』     村上 梢先生 

各分野の先生方の講演に熱心に耳を傾ける様子が見受けられ、質疑応答ではたくさん

の質問が出て、参加者の真剣さや意欲の高さを感じとることが出来ました。参加者から

は、「無料で市民に向けて分かりやすく学べて良かった。健康意識の向上につながる貴

重な経験になった.。」、「治療・手術を受けることへ前向きに考えることが出来るように

なりました。」、「先生・看護師・栄養士がどんなことを考えて患者さんの治療にあたっ

ているのか知ることが出来てよかった。」、「質問コーナーがとても良い」、「現在の治療

法について分かりやすかった。」など、たくさんの感想をいただきました。 

腫瘍センターでは、今後も市民公開講座を開催する予定ですので、皆様のご参加を心

よりお待ちしております。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 
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